
シーズン前、巷の雪予報は、「例年より少ない」か「例年並」でした。
初降雪は１１月２日と、例年より２週間も早い降雪に続き、１２月豪雪・・・今年は豪雪か！と思いきや、
今シーズンの雪の傾向を過去５年平均(下表)と比較すると、次のとおりです。
○湯殿山(湯殿山神社入口付近) 日最大降雪量例年並、累加降雪量・最大積雪深は若干少ない。
○中台(湯殿山Ｉ．Ｃ付近)
○上名川(道の駅月山付近) 日最大降雪量例年並、累加降雪量若干多い、最大積雪深は例年並。
雪の降り方としては、昨年同様“ドカッと降って”→“ジワジワ消える”を繰り返す傾向でした。
数値だけをみると、巷の雪予報どおりとなっていますが、鶴岡市(櫛引地区)では、１２月に積雪９０ｃｍを

記録し、全国ニュースになるなど、里雪の年となっています。数値は例年並みや、若干低い傾向といっても、
私たち雪国の生活面では雪の苦労は変わらない状況と感じています。皆様はどのように感じていますか？
月山道路の降雪期はゴールデンウイークの頃までです。通行される際は、道路状況を確認し、安全運転で

お願いします。
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湯殿山ｽｷｰ場より(H22.2.2撮影)

今まで雪で覆われていた歩道や山肌
も、陽気に誘われ、雪解けにより顔
を出して来ています。
と、同時に、危険箇所が顔を出し

ていないか、月山国道維持出張所
では、車道はもとより、歩道の「段
差・沈下」、「転落防止柵が壊れて
いないか」、斜面に「落ちそうな石
がないか」など、利用される皆様の
安全確保のために順次点検を実施し
ています。

日降雪量(最大)：観測日の中で１日に最も多く降った雪の量。
累加降雪量：１日に降った雪の量の累計。
最大積雪深：観測期間中、実際に積もった最大の雪の高さ。

斜面の点検状況(浮き石確認)歩道の点検状況(段差確認)

今シーズン、里雪による交通渋滞など、皆様御苦労された方も多いと思います。
私も例に漏れず、幾度となく降雪による交通渋滞を経験しました。雪国では数値に表れない

苦労って有りますよね・・・。改めて実感しております。
当出張所では、まだまだ降雪シーズンではありますが、春の準備も着々と実施しております。 編集長 machine

湯殿山 中台 上名川 湯殿山 中台 上名川 湯殿山 中台 上名川
過去5年平均
(H16～H20年度)

71 85 51 1,737 1,651 681 484 341 180

H21年度 72 82 50 1,555 1,389 701 376 289 177

日降雪量(最大) 累加降雪量 最大積雪深

単位：ｃｍ


